
令和２年（2020年）8月7日第２１５号 ひらつか議会だより

総
括

対
し
、
新
た
に
10
万
円
を
給
付

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
活
用
も
含
め
、
新

生
児
へ
の
給
付
金
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

医
療
提
供
体
制
の
状
況

問
　
平
塚
市
民
病
院
の
医
療
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者

と
一
般
患
者
の
病
棟
を
分
離

し
、
不
急
の
手
術
や
検
査
を
延

期
し
た
ほ
か
、
面
会
禁
止
や
エ

リ
ア
の
制
限
、
換
気
対
応
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
感
染
防
止
資

材
が
多
く
の
市
民
や
企
業
、
団

体
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
不
足
分
が

補
わ
れ
て
い
る
。

問
　
経
営
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
４
月
実
績
で
は
、
前
年

同
月
と
比
較
し
て
患
者
数
が
入

院
、
外
来
と
も
大
幅
に
減
少

し
、
手
術
数
も
減
少
し
た
。
４

月
の
医
業
収
支
は
約
２
億
６
千

万
円
悪
化
し
て
い
る
。

経
済
活
動
と
の
両
立

問
　
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で

の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
伺
う
。

市
長
　
当
面
は
感
染
症
対
策
と

経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
民
間
消
費
が
促
さ
れ

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
新
た
な
日
常

未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

野
崎
　
審
也 

議
員

る
よ
う
商
工
会
議
所
な
ど
と
連

携
し
て
取
り
組
む
。

教
育
現
場
へ
の
影
響

問
　
学
校
が
約
３
か
月
休
業
し

た
。
子
供
た
ち
の
学
習
へ
の
影

響
や
再
開
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長
　
新
年
度
に
な
っ
て
か
ら

は
、
復
習
を
中
心
と
し
た
課
題

だ
け
で
な
く
、
新
学
年
の
教
科

書
を
使
用
し
た
課
題
も
加
え
な

が
ら
対
応
し
て
き
た
。
再
開
後

は
、
各
学
校
で
学
習
の
つ
ま
ず

き
や
不
安
に
素
早
く
気
付
き
支

援
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
　
休
業
に
よ
る
学
習
の
遅
れ

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
長
　
夏
季
休
業
期
間
の
短
縮

で
年
間
の
授
業
時
数
は
ほ
ぼ
確

保
で
き
る
が
、
指
導
方
法
の
工

夫
や
学
校
行
事
の
精
選
を
し

て
、
学
習
や
運
動
、
各
種
活
動

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

龍
城
ケ
丘
公
園
、
84
％ 

行
き
た
い
人
を
含
め

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
遅
れ
て
い
る

住
民
説
明
の
内
容
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
意
見
募
集
を
２
か
月

間
行
い
、
５
月
と
６
月
に
ウ
ェ

ブ
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
市
民

と
の
対
話
を
重
ね
て
き
た
。
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
延
期
し
た
説
明
会
の

開
催
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
意

見
募
集
の
結
果
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
公
園
が
で
き

た
ら
行
き
た
い
か
と
い
う
設
問

に
「
と
て
も
行
き
た
い
」「
行

き
た
い
」「
普
通
」
の
回
答
が

合
わ
せ
て
約
84
％
と
な
っ
た
。

問
　
公
園
整
備
に
よ
る
津
波
の

影
響
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
数
十
年
か
ら

数
百
年
に
１
度
の
津
波
は
、
国

道
１
３
４
号
を
越
え
な
い
こ
と

か
ら
こ
れ
ま
で
同
様
に
影
響
は

な
い
と
考
え
る
。
数
千
年
に
１

度
の
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、

国
道
を
越
え
る
想
定
が
さ
れ
て

お
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従

い
速
や
か
に
津
波
避
難
ビ
ル
な

ど
へ
逃
げ
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
議
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業

で
、
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

と
も
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
進

め
て
ほ
し
い
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
住
民
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
４
年
12
月
の

完
成
を
見
据
え
て
進
め
た
い
。

問
　
外
出
自
粛
や
休
業
要
請
な

ど
の
影
響
を
検
証
し
た
中
で
、

第
２
波
へ
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
感
染
症
対
策
と
と
も
に

経
済
活
動
や
地
域
活
動
を
再
開

さ
せ
、
人
と
人
、
地
域
の
き
ず

な
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
難
局
を
社

会
改
革
の
契
機
と
し
て
、
Ａ
Ｉ

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
技

術
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
な

ど
未
来
に
つ
な
げ
る
足
掛
か
り

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
民
は
１
日
も
早
い
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
と
思
う

が
、
職
員
は
危
機
意
識
を
も
っ

て
取
り
組
ん
だ
の
か
。

市
長
　
第
一
に
市
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
を
中
心
に
考

え
な
が
ら
、
職
員
の
安
全
対
策

も
含
め
て
対
応
す
る
よ
う
厳
し

く
伝
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に

す
る
取
り
組
み
な
ど
を
し
て
お

り
、
決
し
て
意
識
が
低
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

新
生
児
へ
の 

給
付
金
を
提
案

問
　
国
の
特
別
定
額
給
付
金

は
、
基
準
日
が
令
和
２
年
４
月

27
日
で
あ
る
た
め
、
28
日
以
降

に
生
ま
れ
た
新
生
児
は
支
給
対

象
外
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
策

と
し
て
、
対
象
外
の
新
生
児
に

清
風
ク
ラ
ブ

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
11
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　皆さんの意見や要望を議会
に伝え、市政に反映させる方
法として請願と陳情がありま
す。
　請願には賛同する議員の紹
介が必要ですが、陳情には必
要ありません。

請願・陳情を市議会へ

　６月定例会の会議録は８月下旬から
公開します。市役所本館８階の議会図書
室や５階の市政情報コーナー、各地区の
公民館、各図書館でご覧ください。市議
会ホームページでもご覧になれます。

会議録は８月下旬に公開

　令和２年５月18日に開催された５月臨時会では、市長提出議案
が11案件提出されました。
　令和２年度一般会計では、特別定額給付金給付事業や児童扶養
手当特別給付金給付事業、小規模事業者経営維持緊急支援事業な
どに関する経費として、合計276億5730万円の補正予算が専決処
分され、議会の承認が求められました。質疑では、各種給付金給
付事業や市民病院の状況、今後の市の対応などについて問われま
した。採決の結果、全員異議なく承認しました。
　また、新型コロナウイルス感染症対策に関連し、必要な経済対
策を講じていくための財源とするため、特別職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例が提案され、採決の結果、全員異議な
く可決しました。このことにより、令和2年６月から10か月間、
給料月額から市長は20％、副市長は10％、教育長、常勤の監査委
員及び病院事業管理者はそれぞれ７％が削減されます。

◆議員の報酬月額を削減する条例改正案を可決
　新型コロナウイルス感染症における市の緊急経済対策の実施に
向け、今後の市の財政状況を鑑み、各会派代表者及び無所属議員
から、議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例が提案され、採決の結果、全員異議なく可決しま
した。このことにより、令和２年６月から６か月間、議長、副議
長及び議員の報酬月額からそれぞれ５％を削減します。

５月臨時会　審議の結果 市長提出議案
議案番号 件　名 結果
第36号 専決処分の承認について〔平塚市介護保険条例の一部を改正する条例〕 承認

第37号 専決処分の承認について〔平塚市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例〕 承認

第38号 専決処分の承認について〔平塚市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例〕 承認

第39号 専決処分の承認について〔令和元年度平塚市一般会計補正予算〕 承認
第40号 専決処分の承認について〔令和２年度平塚市一般会計補正予算〕 承認

第41号 専決処分の承認について〔令和２年度平塚市国民健康保険事業特別
会計補正予算〕 承認

第42号 専決処分の承認について〔令和２年度平塚市一般会計補正予算〕 承認
第43号 専決処分の承認について〔令和２年度平塚市病院事業会計補正予算〕 承認
第44号 平塚市特別職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決
第45号 固定資産評価員の選任について 同意
第46号 専決処分の承認について〔令和２年度平塚市一般会計補正予算〕 承認

議員提出議案
会議案番号 件　名 結果

第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例 可決

報　告
報告番号 件　名
第２号 専決処分の報告について


